















































(2) Schmeidler, D.，“The Nucleolus of a Characteristic Function Game，＇’ SIAM J. 
Appl. Math. 17, (1969), 1163-1170.また，この概念の公正の原理としての意味につ
いては，鈴木光男，『交渉の論理と公正の原理』経済評論 (1974), 1～5月号，参照。
(3) この指摘は， Starrett,D. A.，“A Note on Externalities and the Core，＇’ Eco no” 
metrica 41, (1973), 179-183.におけるものと同じである。
(4) Shapley, L. S., and M. Shubik，“On the Core of an Economic System with 






さて， N={l,2，…，n｝を主体の全体とするO 任意の部分集合 Sfi:_Nを提携
とよぶ。空集合も形式的に提携と考えておく。各主体 iESはら単位の処理
すべきゴミをもっている。ここで簡単のためんは連続量（実数〉であるとす






り（S）＝－~ tj ifS~N, 
JE三N-S












zキ ＝（xf，…， x~），川＝－ti for all i巴N,
であらわすことができるO この x＊が競争均衡を意味していることは次のよう



























さて， ゲーム E はコアを持つ。このことは配分 x*=(xf，…， x~）， xT.= -ti 
for all iE_Nに対し，
~ XTとり（S) for all S三N
tεs 
















（勺 v(S）－~ xi 
iES 
を， zに対する提携Sの「不満」（complaint）とよぶ。この値が大きければ大




















(**) C(N-{i}) =c>O for all iEN. 





=-ti for all i巴N，で与えられる。これを証明するために，まず，
F=2Nー｛N｝ー｛O}, 0は空集合
とする。このとき，条件A, Bおよび仮定（＊＊〉より，
max (v(S)-2J x~）＝mαx ( -2J ti-C(S）十三Jti) 












max (v(S)-2J xi)>max (v(S)-2J xt) 

















£＝（ゐ，…，xn),x；＝一Lr+(t--_l_T), for all i己Nn ¥ 1 n I 




になる。 このことは， しかし，直観と矛盾するわけではなく， ゲーム Iでは任
意、の（n-1）人提携はゴミ排出量の大きい主体を多く含んでいた方がその提携
にとって有利になることからの当然の帰結にすぎなし、。いずれにせよ， ゲーム
Iのように排除が不可能である場合には， 仁は特殊なケース， i.e., t;=t （ー
定， forall iEN）のケースを除いて， 自分のゴミは自分で処理するとし、うノレ
ールにみちび、くことはない。ゲーム Iでは，価格システムのみがそれを可能に





ご －ti+T十ト！＿ T+tt-__l_Tl=21竺斗T-T¥ n n 1 ¥nJ 
I 2 lsi ＼ーニmax ｛~T-T)-m仰い（S)-2J :it). 
SミF ¥ n I S三F iE三S
Q.E.D. 
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するが，それはすで、に述べたようにゴミの「取り引き」を可能にするための有
効な監視体制の存在を必要条件とするO このことは，排除の可能性を確立する
ことにほかならないのである。
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